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2001年 9月 16日から 21日までの間、韓国ソウルにおいて、「農業、水、環境」

をテーマに、国際灌漑排水委員会（ICID）の第 52回国際執行理事会（IEC）会議

および第 1回アジア地域会議が開かれた。灌漑排水、灌漑施設の自動化、水質・

水政策、環境、洪水防止、排水再利用、干潟の開発など諸問題について、アジア

地域の課題を中心に、世界 45カ国 12国際機関から集まった約 600名の参加者が

意見を交わした。合わせて 152の論文が紹介され、そのうち 3分の 1がアジアモ

ンスーン地帯における米作の重要性を考慮した灌漑米作について触れていた。 

 

ソウルにおける ICID 第 1 回アジア地域会議は、アジアおよび世界にとって環境

に適した持続的な農業および水開発の姿のビジョンを描いた。世界および国内で

の食糧安全保障を達成する一方、自然や環境への影響を最小限に抑えつつ、農村

の収入を増加し、農村地域の生活施設改善、地域社会文化の再活性化することな

どが必要である。 

 

会議参加者による主要な検討結論は以下の通りである。 

 

1. 多くの発展途上国では人口の急増と急速な経済発展により食糧不足、水不足、

および農村環境の劣化が懸念され、それに対応するため水管理の改善、灌漑

施設の近代化、節水型灌漑技術の開発・利用、灌漑水の再使用など様々な対

策を講じなければならない。灌漑やその他の水利用部門への最適な配水およ

び農村地域における生態系と土壌環境の保護にとって効率的な水管理と総

合的な情報システムが求められている。 

 

2. 灌漑システムの自動化とリアルタイムモニタリングの実施は水損失と労働

費の低減ならびに農業および自然環境への影響抑制に大いに貢献でき、水と

労働力の不足を克服する代替手段になりえる。発展途上国は今後の諸問題に

対応するため、低コストで費用効率の高い自動化装置の普及を推進すべきで

ある。 

 

3. 持続的な農業生産を維持し、地域環境を保護するためには、灌漑用水の水質、

非点源汚染管理の向上、農薬や殺虫剤の使用量を減らした環境に優しい農業

などにもっと目を向けることが望ましい。 

 



4. 水は限られた資源であるため、水利用者間の競合や水利用に関する上流・下

流利用者間および国家間の紛争が増えてきた。公平で効率的な水の配分を確

保するため、適切な法律や政策の確立が求められる。 

 

5. 特にアジアにおけるモンスーン地域の米作は、数十億の人々に対する食糧供

給の安定化に大いに貢献するだけでなく、経済発展、地域環境の保護、伝統

文化の保護、農村や地域社会の再活性化などにも貢献する。したがって、米

作における灌漑排水作業の普及改善や運用保全および水管理技術の技術改

善に力を入れ、農業と農村の持続性を確立する必要がある。 

 

6. 洪水被害を少なくするため、土地管理・水管理および配水施設の改善、予報・

警報システムの整備、地表水の貯水量増大、ならびに地下水涵養量の増大に

よる集中的な洪水防止対策を推進しなければならない。 

 

第52回ICE会議および第1回アジア地域会議が示したビジョンを実現するため、

以下を勧告する。 

 

1. 自然環境への負荷が少ない廉価で高効率の灌漑排水システムを整備するこ

とにより、持続的な農業と水開発および環境保護が達成できる。 

 

2. 水利用の競争および水質の劣化は、農業用水不足が原因で生じている。水不

足と水質汚染を防ぐためには、節水型灌漑技術と水質管理対策を推進しなけ

ればならない。 

 

3. 将来を見据えた費用効率の高い環境に優しい灌漑排水システムの開発、古く

なった灌漑排水施設の復旧、および水管理の自動化などに対する協力と支援

を民間部門と公共部門の双方から得ることにより、食糧生産を安定させるこ

とができる。 

 

4. 稲作の普及、灌漑効率の向上、水質および農村地域の環境の改善、農村や地

域社会の再活性化、地域洪水管理の改善などに対し、アジア諸国で協力し合

うことが大切である。 

 

 










